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人口と世帯数

7月旧現在（）内は前月比

や人□127,002人(+20）
男/63,405人女/63,597人

/m世帯数45,469世帯(+54)
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高齢者の健康
増進のために

Ｑ
最
近
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
、

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
製
食
器
に

我
孫
子
は
大
丈
夫
？

鵬
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
学
校
給
食
の
食
器

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
暮

ら
し
続
け
る
た
め
に
、
健
康
診
査

や
検
診
、
健
康
教
室
な
ど
を
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
き
い
。

１
、
健
康
手
帳
の
交
付

健
康
手
帳
は
、
健
康
保
持
の
た

め
に
健
康
診
査
の
記
録
な
ど
を
記

粒
す
る
も
の
で
す
。
和
歳
以
上
の

希
望
者
や
、
各
種
健
診
を
受
け
た

方
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

は
環
境
ホ
ル
モ
ン
と
さ
れ
る

ス
フ
エ
ノ
ー
ル
Ａ
」
が
含
ま

地
域
で
一

市
で
は
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
予
防
か
ら
機
能

訓
練
ま
で
各
種
事
業
を
総
合
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
医

療
法
人
に
よ
っ
て
、
医
療
ケ
ア
と
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢

者
の
た
め
の
施
設
が
、
市
内
に
２
つ
開
設
予
定
で
す
。
今
号

で
は
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

エ
ノ
ー
ル
Ａ
」
が
含
ま
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
熱
湯
や
油
で

溶
け
だ
し
、
人
体
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。

我
孫
子
市
の
学
校
給
食
で
、

ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
製
食
器

が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ
全
国
の
約
５
２
０
０
の

小
中
学
校
で
ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ

ー
ト
製
食
器
が
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
我
孫
子
市
の
小

中
学
校
で
は
、
伸
唇
崩
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
健
サ壱

I

》

人
夫
？
》準

給
食
の
食
器
》《

給
食
開
始
当
初
は
、
ア
ル
ミ
》

製
食
器
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、
》

そ
の
後
、
郵
券
的
に
ス
テ
ン
レ
率

ス
食
器
、
メ
ラ
ミ
ン
食
器
に
切
一

り
替
え
、
現
在
は
す
べ
て
の
学
牽

校
で
セ
ラ
ミ
ッ
ク
食
器
を
僅
網
率

し
て
い
ま
す
。

》

セ
ラ
ミ
ッ
ク
食
器
は
強
化
磁
》

器
食
器
な
の
で
、
溌
境
ホ
ル
モ
》

ン
と
疑
わ
れ
る
よ
う
な
物
質
は
一

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

裳
も
、
雲
の
菫
朧
率

保
に
一
層
の
努
力
を
し
ま
す
。
《

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
垂
》

（
露
）
１
１
５
１

》

》
問
い
合
わ
せ
高
齢
煮
祇
祉
課
・

保
健
セ
ン
タ
ー

２
、
健
康
診
査
（
下
表
参
照
）

高
齢
期
を
健
康
に
過
ご
す
に
は
、

壮
年
期
か
ら
の
健
康
管
理
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
、
成
人
病
（
生
活

習
悩
病
）
や
ガ
ン
を
予
防
す
る
た

め
に
は
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

年
に
一
度
の
健
診
は
そ
の
機
会

ビ
ス

気
に
暮
ら
し
た
い

で
あ
り
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

３
、
健
康
教
室

成
人
病
の
予
防
、
健
康
増
進
な

ど
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
る
こ
と
は
、
壮
年
期
か
ら
の

健
康
保
持
に
堂
坐
ち
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ

う
な
健
康
教
室
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

＊
肝
臓
病
識
演
会
＊
高
血
圧
・

動
脈
硬
化
予
防
教
室
＊
糖
尿
病

予
防
教
室
＊
健
康
に
や
せ
よ
う

教
室
＊
肩
こ
り
腰
痛
予
防
教
室

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

４
、
健
康
相
談

心
身
の
健
康
に
つ
い
て
の
ぎ
ま

ざ
ま
な
相
談
に
、
保
健
婦
や
歯
科

衛
生
士
が
い
つ
で
も
お
答
え
し
、

指
導
や
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

食
事
や
栄
養
に
つ
い
て
は
、
栄

養
士
が
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま

す
。
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
肥
満
な

ど
の
食
事
療
法
の
指
導
も
し
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
き
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

５
、
機
能
訓
練

身
体
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る

方
で
、
医
師
の
治
療
終
了
後
も
継

続
し
て
機
能
訓
練
の
必
要
な
方
な

ど
に
、
機
能
の
維
持
、
回
復
を
図

る
た
め
の
訓
練
を
行
い
、
日
常
生

活
の
自
立
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
身
体
障
害
者
福

祉
セ
ン
タ
ー

６
、
訪
問
指
導

心
身
の
状
態
、
環
境
な
ど
を
考

慮
し
て
保
健
婦
が
訪
問
し
、
本
人

や
家
族
に
家
庭
で
の
療
養
方
法
、

看
謹
方
法
、
機
能
訓
練
方
法
な
ど

お
医
者
ぎ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、

こ
ん
な
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
我
慢
せ

ず
、
症
状
が
重
く
な
る
前
に
早
め

に
琴
一
診
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
的
に
高
齢
者
は
、
＊
病
気

に
な
り
や
す
い
、
＊
い
く
つ
か
の

病
気
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
多
い
、

＊
完
全
に
治
ら
な
い
病
気
が
多
い
、

な
ど
の
理
由
か
ら
療
謎
期
間
が
長

く
な
る
特
性
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
高
血
圧
や
脳
血
管
疾
患

な
ど
循
環
器
系
の
完
治
し
に
く
い

病
気
に
か
か
る
方
が
多
く
、
６
か

月
以
上
の
長
期
入
院
と
な
る
ケ
ー

ス
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

平
均
寿
命
が
昔
に
比
べ
て
延
び

ま
し
た
が
、
ま
っ
た
く
病
気
に
か

か
ら
ず
に
過
ご
す
の
は
難
し
い
こ

と
で
す
。

高
齢
者
に
は
、
治
療
が
長
期
間

に
渡
る
病
気
が
多
い
こ
と
か
ら
、

病
気
と
共
生
す
る
。
病
息
災
」

と
い
っ
た
考
え
が
必
要
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
早
め

に
病
気
発
見
の
た
め
の
検
査
を
受

け
、
根
気
よ
く
治
療
を
続
け
ま
し

よ
》
つ
。

を
指
導
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
嵩
齢
煮
稲
祉
課
・

保
健
セ
ン
タ
ー

７
、
寝
た
き
り
高
齢
者
訪
問
歯
科

診
療

医
療

（
②
顔
色
も
診
断
の
目
安
に
な
り
ま

す
の
で
、
化
粧
は
し
な
い
で
い
き

ま
し
よ
》
詔

③
同
じ
病
気
で
も
、
複
数
の
検
査

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

医
師
の
指
示
に
従
っ
て
必
要
・
十

分
な
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
え

④
検
査
の
結
果
は
、
必
ず
聞
い
て

分
か
ら
な
い
点
は
質
問
し
ま
し
ょ

う
。
検
査
結
果
は
健
康
手
帳
に
記

入
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
薬
を
飲
ん
で
具
合
が
悪
く
な
っ

た
り
、
症
状
が
重
く
な
っ
た
り
し

た
ら
、
遠
慮
し
な
い
で
お
医
者
さ

ん
に
そ
の
旨
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

⑥
薬
に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
ら
、
し
っ
か
り
質
問

し
て
メ
モ
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

錨
歳
以
上
で
歯
科
医
院
に
通
院

で
き
な
い
方
を
対
象
に
、
義
歯
の

調
整
、
口
腔
内
の
洗
浄
、
口
腔
術

生
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

▼健康診査°検診

名称｜期間｜対象年齢’検査項目

問診、身体計測、
血圧測定、尿検査、

血液検査等

4月
1

12月

成人病(生活

習慣病)健診
40歳以上

問診、子宮頚部細胞診

※必要時、子宮体部

検査も実施

4月
’

12月

30歳以上

の女性
子宮ガン検診

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

4月
1

12月

30歳以上

の女性
－、

「
老
人
保
健
施
設
」
は
、
病
状

が
安
定
期
に
あ
り
、
治
療
よ
り
は

む
し
ろ
看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
、
介
誰

を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
が
利

用
で
き
る
医
療
施
設
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
市
内
の
施
設
は
ゼ

ロ
で
し
た
が
、
現
在
、
医
療
法
人

に
よ
る
次
の
２
つ
の
施
設
の
計
画

が
決
ま
っ
て
お
り
、
２
４
５
床
が

確
保
で
き
ま
す
。
福
祉
推
進
６
か

年
計
画
の
目
標
が
達
成
で
き
る
予

定
で
す
。

◎
名
称
我
孫
子
ロ
イ
ヤ
ル
ケ
ア

セ
ン
タ
ー

▼
場
所
中
峠
地
先
（
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
つ
つ
じ
荘
西
側
）

▼
施
設
規
模
１
５
０
床

▼
開
設
予
定
平
成
、
年
哩
月

▽
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
ロ
イ
ヤ

ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
室
壷

（
郡
）
５
６
１
１

．
名
称
エ
ス
ペ
ー
ロ

＊
高
齢
者
福
祉
課
保
健
医
療
係

＊
保
健
セ
ン
タ
ー

係
浸
堕
暑
霊
セ
ン
タ
！

乳ガン検診 問診、視診、触診

リ
ハ
ビ
リ
や
看
護

◎
問
い
合
わ
せ

10月
1

12月
40歳以上 問診、検便大腸ガン検診

45歳から
55歳の
女性

骨粗しよう症

検診

利き腕でない腕の

骨の骨密度測定
10月

結 核検診 16歳以上 胸部X線検査
三三一－一

▼
場
所
布
佐
地
先
（
江
蔵
地
入

口
）▽

施
設
規
模
鮨
床

▼
開
設
予
定
平
成
皿
年
１
月

▼
問
い
合
わ
せ
平
和
台
病
院
企

画
調
査
室
貧
”
）
１
１
１
６

こ
の
２
つ
の
施
設
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
は
、
入
所
サ
ー
ビ
ス
と

在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

入
所
サ
ー
ビ
ス
は
、
歩
行
訓
練
・

日
常
生
活
動
作
の
訓
練
、
食
事
の

世
話
、
入
浴
等
の
介
護
・
看
謹
サ

ー
ビ
ス
、
診
察
等
の
医
療
ケ
ア
な

ど
で
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
在

宅
の
渡
た
き
り
高
齢
者
が
、
２
週

間
程
度
施
設
に
滞
在
す
る
短
期
入

所
、
食
事
・
入
浴
・
機
能
回
復
訓

練
な
ど
を
行
う
た
め
半
日
程
度
滞

在
す
る
、
デ
イ
ケ
ア
（
昼
間
）
、
ナ

イ
ト
ケ
ア
（
夜
間
）
サ
ー
ビ
ス
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

10月 40歳以上

の希望者

問診、

喀疾検査

盆
（
露
）
１
１
１
１

壷
（
師
）
１
１
３
１

垂
（
認
）
０
１
４
１

肺ガン検診

問診、

胃部X線検香
3月胃ガン検診 40歳以上

今年度中に

40歳･50

歳になる方

9月
1

11月

問診、

歯科健康診査

成人歯 科

健康診査 '五i向’’ 、 ノ

成田線みんなの力で複線 化
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市
で
は
、
平
成
ｎ
年
度
採
用
予

定
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

▼
職
種
・
資
格
表
２
参
照

消
防
士
以
外
の
職
種
は
、
外
国

籍
の
方
も
受
験
で
き
ま
す
。
（
た

だ
し
、
外
国
人
の
方
は
「
公
の
意

思
形
成
へ
の
参
画
」
す
る
職
務
に

鵬
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ざ

ら
に
、
事
務
職
と
福
祉
総
合
職
は

「
公
権
力
の
行
使
」
す
る
峨
務
に

揺
わ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼
受
験
手
続
き
自
筆
の
試
験
申

込
誉
（
人
事
課
で
交
付
）
に
写
真

１
枚
（
縦
４
．
５
×
横
３
．
５
セ

ン
チ
、
パ
ス
ポ
ー
ト
用
写
真
と
同

サ
イ
ズ
）
上
半
身
無
帽
で
最
近
３

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
を
の

’

市
職
員
を
募
集

21

世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
に

ト
ラ
イ
し
て
み
ま
せ
ん
か

‘

り
付
け
し
、
職
種
ご
と
の
必
要
書

類
（
表
１
参
照
）
と
共
に
、
７
月

幻
日
（
月
）
か
ら
８
月
７
日
（
金
）
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
（
土
曜
・

日
暇
日
を
除
く
）
ま
で
に
我
孫
子

１
８
５
８
我
孫
子
市
役
所
人
事
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
郵
送
の
場
合
は
、
８
月
７
日

（
金
・
消
印
有
効
）
の
も
の
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。

▽
注
意
事
項
＊
申
込
書
と
受
験

票
は
切
り
は
な
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
＊
受
験
に
際
し
て
の
提
出

書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▼
試
験
日
９
月
加
旦
且

▼
試
験
会
場
我
孫
子
中
学
校

▼
問
い
合
わ
せ
人
事
課
人
事
係

冥
芭
１
１
１
１
内
線
２
３
２

収
税
課
で
は
、
仕
事
な
ど
で
平

日
窓
口
に
来
ら
れ
な
い
方
を
対
象

に
、
市
税
（
市
・
県
民
税
、
固
定

特
別
納
税
相
談

７
月
旧
日
（
日
）
・
釦
日
（
祝
）

▽
日
時
７
月
四
旦
日
）
・

麺
旦
祝
）
い
ず
れ
も
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時

▽
場
所
市
役
所
本
庁
収

税
課

※
当
日
、
市
役
所
は
閉
庁

の
た
め
、
正
面
玄
関
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
聯
員
玄

関
を
ご
利
用
く
だ
き
い
。

（
上
図
参
照
）

▽
問
い
合
わ
せ
収
税

課
雲
芭
５
８
４
３
（
当

日
に
限
る
）

■

夜空を彩る7万5斗

手賀沼花火大会

今
年
も
手
賀
沼
浄
化
の
願

い
を
込
め
て
手
賀
沼
花
火
大

一
難
弔

い
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
８
月
１
日
主
）
午
後
７

時
か
ら
８
時
犯
分
（
た
だ
し
、
雨

け

0

才

凸

天
・
荒
天
の
場
合
は
２
日
ま
た

は
８
日
に
延
期
）

▽
我
孫
子
会
場
打
ち
上
げ
場
所

手
賀
沼
公
園
沖
湖
上

《
交
通
規
制
》

当
日
は
、
午
後
６
時
か
ら
９

時
ま
で
交
通
規
制
（
上
図
参
照
）

が
行
わ
れ
ま
す
。
（
手
賀
沼
公

園
か
ら
北
柏
ま
で
の
道
路
は
駐

車
禁
止
で
す
）

会
場
へ
は
電
車
、
バ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
我
孫
子
駅
発
の
阪
東

バ
ス
は
、
午
後
５
時
如
分
以
降

第
一
小
経
由
に
な
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
花
火

大
会
実
行
委
員
会
賓
聖
３
１

３
１
、
商
工
観
光
課
實
芭
１

１
１
１
＊
当
日
の
問
い
合
わ

せ
：
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
金
０

１
８
０
１
９
９
４
１
８
７
（
午

前
８
時
か
ら
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
、
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容
下
表
の
と
お
り

》
入
居
資
格

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

③
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

④
同
居
す
る
親
族
が
あ
る
方
売

歳
以
上
の
単
身
者
は
、
都
部
・
日

秀
団
地
に
入
居
可
能
）

▼
所
得
基
準
（
平
均
月
額
）

◎
一
般
世
帯
：
九
万
円
以
下

◎
高
齢
者
（
釦
歳
以
上
）
の
み
の

世
帯
・
障
害
者
の
い
る
世
帯
・
左

方
８
０
０
０
円
以
下
（
高
齢
者
・

障
害
者
世
帯
は
、
施
設
建
設
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
き
い
）

▼
募
集
期
間
７
月
肥
且
木
）
か

ら
８
月
、
日
（
月
）
ま
で

▼
申
込
書
配
布
場
所
７
月
垢
日

（
木
）
か
ら
施
設
建
設
課
、
各
支
所』

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

ー

市
で
は
、
９
月
に
高
齢
者
の
長

寿
を
祝
い
、
敬
老
祝
金
を
贈
呈
し

ま
す
。

守
対
象
者
９
月
１
日
現
在
で
市

内
に
引
き
続
き
５
カ
月
以
上
居
住

し
、
次
に
該
当
す
る
方

◎
万
歳
の
方
（
大
正
９
年
９
月
２

日
か
ら
大
正
加
年
９
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）
．
：
１
万
円

◎
巽
歳
の
方
（
明
治
哩
年
９
月
２

日
か
ら
明
治
娼
年
９
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）
…
２
万
円

◎
四
歳
の
方
（
明
治
五
年
９
月
２

日
か
ら
明
治
垂
年
９
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
）
：
・
３
万
円

◎
１
０
０
歳
以
上
の
方
（
明
治
訓

年
９
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

．
・
・
５
万
円

対
象
と
な
る
方
に
は
、
申
請
醤

お
よ
び
行
政
連
絲
所
で
配
布

▽
提
出
書
類

①
市
営
住
宅
入
居
申
込
書

②
市
営
住
宅
入
居
調
番

③
入
居
者
全
員
の
住
民
票
（
外

国
人
の
場
合
は
、
外
国
人
登
録

済
証
明
登

④
入
居
者
全
員
の
所
得
を
証
明

す
る
替
類
（
学
生
の
場
合
、
学

生
証
の
写
し
）

※
な
お
、
申
込
者
の
状
況
に
よ

り
、
各
種
証
明
響
等
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
入
居
可
能
日
平
成
加
年
、

月
１
旦
木
）

※
落
選
者
は
１
年
間
、
ま
た
は

次
回
の
募
集
ま
で
、
今
回
応
募

し
た
住
宅
の
補
欠
者
と
し
て
登

録
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
施
設
建
設
課

市
営
住
宅
係
實
芭
１
１
１
１

内
線
５
７
０

敬
老
祝
金
・
祝
品
を
贈
呈

▼市営住宅空家募集内容

を
お
送
り
し
ま
し
た
が
、
届
い
て

い
な
い
場
合
は
高
齢
者
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限
７
月
訓
日
（
金
）
ま

で▼
贈
呈
方
法
口
座
振
込

＊
扣
歳
以
上
の
方
に
は
、
市
長
の

お
祝
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
蝿
り
し

ま
す
。
（
申
請
は
不
要
で
す
）

◎
県
よ
り
敬
老
祝
品
を
贈
呈

▽
対
象
者
郡
歳
以
上
（
大
正
６

年
哩
月
五
日
以
前
生
ま
れ
）
の
方

（
寝
た
き
り
老
人
見
舞
品
・
老
人
福

祉
施
設
入
所
者
慰
問
品
贈
呈
事
業

対
象
者
を
除
く
）

▽
贈
呈
方
法
民
生
委
員
が
配
布

※
申
読
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
問
い
合
わ
せ
商
齢
者
福
祉
課

實
誼
）
１
１
１
１
内
線
３
１
０

鼠
弓
菖
幽
目
画

可
噸

事務職

消防士

保母（父）

保健婦

看謎婦

司醤

作業療法士

福祉総合職

住民；

ずれ7

保母（父）の賓格証明港（取得見込証明諜）

資格免許証の写しく取得見込みの方は、率

業（見込）証明識＞

溌格免許証の写し く取得見込みの方は、卒

業（兄込）証明識および単位取得証明智＞

または自動車巡転免許証の写しのい
l jm、

職種

一
般
行
政
職

福祉総合職

保母（父）

保健婦（士）

看護婦（士）

作業療法士

司・書

消防士

事
務
聯

上級

初級

採用予定数

2人

1 人

2人

1 人

3人

2人

1 人

1人

1人

受験資格

男
・
女

男
・
女

男
・
女

男
・
女

男
・
女

男
・
女

男
・
女

男

昭和45年4月2日から昭和52年4月1日生まれ
の方で学歴を問わない

昭和52年4月2日から昭和56年4月1日生まれ

の方で学歴を問わない

昭和43年4月2日から昭和54年4月1日生まれ

で短・大卒以上で専門課程を修了した方または

平成11年3月31日までに修了見込みの方、高校
卒以上で2年以上糖神薄弱者の福祉に関する事
業に従事した方または精神薄弱者の更生援誰に

関し相当の学識経験を有すると認められる方

昭和45年4月2日から昭和54年4月1日生まれ
で資格を有する方および平成11年3月31日まで
に査格取得見込みの方

昭和39年4月2日から昭和53年4月1日生まれ

で査格を有する方および平成11年3月31日まで
に資格取得見込みの方

昭和39年4月2日から昭和54年4月1日生まれ
で査格を有する方および平成11年3月31日まで

に黄格取得見込みの方

昭和39年4月2日から昭和53年4月1日生まれ
で資格を有する方および平成11年5月31日まで
に資格取得見込みの方

昭和45年4月2日から昭和54年4月1日生まれ

で査格を有する方および平成11年3月31日まで
に蚕格取得見込みの方

昭和48年4月2日から昭和56年4月1日生まれ
の方で学歴を問わない

申

交通規制図［．車砺行止ロ■一方通行

輯1＝
皿、駐車禁止

－

一ｺﾛ稲'一■■

------..--..手賀沼公園
賀沼．...-､-----...---...

Ⅱ
U癖＝ ’・■■■■I

住宅
名称

小暮

都部

日秀

崖
鞠
郵

一
暴
一
Ｆ

1

3

1

嶬湾リ
一般住宅
(3，K）

一般住宅
(2K）

(2DK）

一般住宅

(3K）

月額家賃(円）

29,700
～49,200

5,800～9,600
10,400
～17,300

10,400
～17,300

所在地

高野山337-1
4-104号

郡部69番地

10.15.17号

日秀132番地
1-104号

一

父 通

JR天王台駅
から徒歩15分

JR湖北駅

から徒歩20分

JR湖北駅
から徒歩15分

建設
年度

I F 鋼

3年

昭和

44年

昭和
47年

有料
騨蝪

有

榊
』Bbb

柵
j■も､
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平成12年度

制度がス

ら
ー

力刀

トタ（
、 一

’

’

e 、

高
齢
化
が
進
み
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
介
護
を
必
要
と
す
る
人
が
急
速
に
増
加
し
、
介

護
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
墨
で
き
る
限
り
自
立
し
、

尊
厳
を
も
っ
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
国
民
共
通
の
願
い
で
す
が
、
現
実
的
に
は
家
族

だ
け
で
介
護
を
行
う
こ
と
は
、
非
常
に
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
狸
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
「
介
護
保
険
制
度
」
は
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
安
心
し
て
十
分
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
家
族
だ
け
で
な
く
籍
社
会
全
体
で
支
え
て
い
く
た
め
の
制
度
で
す
。

Ⅱ
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
準
備
室
Ⅱ

国
の
推
計
に
よ
る
と
、
寝
た
き
老
人
病
院
や
老
人
保
健
施
設
等
に
、
し
た
。

り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
介
護
や
支
援
個
人
が
訪
問
看
謹
な
ど
の
手
続
き
介
護
保
険
制
度
は
、
一
房

を
必
要
と
す
る
高
齢
者
が
既
に
２
を
行
う
「
医
療
制
疫
」
に
分
か
れ
制
度
を
再
編
し
、
介
護
を
絆

０
０
万
人
に
上
っ
て
お
り
、
平
成
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
福
祉
と
体
で
支
え
、
利
用
者
の
選
姫

厄
年
に
は
２
８
０
万
人
、
平
成
空
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
複
合
的
に
利
り
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
治

年
に
は
３
９
０
万
人
に
達
す
る
も
用
し
に
く
い
な
ど
、
不
便
な
面
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
炉

の
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
ま
す
。
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
Ｌ

唯
鍔
糊
繍
臓
鰄
繩
総
蝋
撫
部
紬
誠
瀧
鰕
主
端

が
措
置
を
行
う
「
福
祉
制
度
」
と
、
女
性
）
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
ま
介
護
保
険
制
度
の
保
険
幸

〃

’

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
方
は

＊
第
１
号
被
保
険
者
の
方
は
、
寝

た
き
り
、
痴
ほ
う
な
ど
で
常
に
介

護
が
必
要
な
方
、
ま
た
は
、
虚
弱

な
ど
で
常
時
の
介
護
は
必
要
な
い

が
、
家
事
や
身
支
度
な
ど
の
日
常

生
活
に
支
援
が
必
要
な
方
で
す
。

＊
第
２
号
被
保
険
者
の
方
は
、
初

老
期
痴
ほ
う
症
や
脳
血
管
陣
害
な

し
た
。介

護
保
険
制
度
は
、
こ
れ
ら
の

制
度
を
再
編
し
、
介
護
を
社
会
全

体
で
支
え
、
利
用
者
の
選
択
に
よ

り
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
わ
た
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
総
合
的
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

運
営
主
体
は

我
孫
子
市

介
護
保
険
制
度
の
保
険
者
（
運

営
主
体
）
は
我
孫
子
市
で
す
。

介
護
保
険
に
加
入
す
る
方
は
、

市
内
在
住
の
函
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
全
員
と
、
如
歳
以
上
毎
歳
未

満
の
若
年
者
で
医
療
保
険
（
社
会

保
険
・
国
民
健
康
保
険
な
ど
）
に

加
入
し
て
い
る
方
で
す
。

露
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
を

「
第
１
号
被
保
険
者
」
、
扣
歳
以
上

砧
歳
未
満
の
方
を
「
第
２
号
被
保

険
室
と
い
い
ま
す
。

介
護
サ
ｉ
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
方
は

一
■
■
Ⅱ
１
０
１
１
１
１
且
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ど
加
齢
に
よ
る
病
気
が
原
因
で

介
護
な
ど
が
必
要
に
な
っ
た
方
に

限
ら
れ
ま
す
。

介護保険制度のしくみ 介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
と
き
は

定
を
受
け
る
と
、
介
謹
サ
ー
ビ
ス

計
画
に
基
づ
く
在
宅
介
護
施
設

介
誰
サ
ー
ビ
ス
（
次
頁
表
参
照
）

が
総
合
的
に
利
用
で
き
ま
す
。

保
険
料
の
算
定
と

納
付
方
法
は

第
１
号
被
保
険
者
の
方
が
負
担

す
る
保
険
料
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

水
準
に
応
じ
て
市
町
村
単
位
で
保

険
料
を
算
定
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
は
、
年
金
額
が

一
定
額
以
上
の
方
は
、
老
齢
・
退

職
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
方
は
、
市
町
村
が
個
別
に
徴
収

し
ま
す
○

ま
た
、
第
２
号
被
保
険
者
の
方

の
保
険
料
は
、
自
ら
が
受
け
る
介

誰
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
も
の
だ

け
で
は
な
く
、
親
の
介
護
を
世
代

間
連
帯
で
社
会
的
に
支
援
す
る
と

い
う
性
格
も
有
し
て
い
ま
す
。
現

在
加
入
し
て
い
る
社
会
保
険
や
国

民
健
康
保
険
な
ど
の
各
保
険
者
が
、

医
療
保
険
料
（
税
）
と
一
括
し
て

徴
収
し
ま
す
。

利
用
者
が
費
用
の

１
割
を
負
担

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
、
ザ

《
平
成
加
年
度
》

＊
市
民
参
加
に
よ
る
事
業
計
画
素

案
作
成

＊
介
謹
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
量
を

把
握
す
る
た
め
の
各
種
調
査

＊
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
か
ら
提
供
ま

で
の
仕
組
み
を
検
証
す
る
モ
デ
ル

事
業
の
実
施

《
平
成
洞
年
度
》

＊
事
業
計
画
菫
疋
完
了

＊
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
受
給
者

証
の
交
付

＊
介
護
認
定
審
査
会
の
設
置

＊
要
介
護
認
定
の
申
諸
受
付

＊
要
介
護
（
要
支
援
）
の
調
査
・

認
定
開
始

＊
介
護
保
険
料
率
の
決
定

《
平
成
狸
年
４
月
１
日
》

＊
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ｉ
卜

Ｉ
ビ
ス
強
用
の
１
割
を
負
担
（
次

頁
参
考
例
参
照
）
し
ま
す
。

な
お
、
現
在
、
利
用
者
負
担
が

高
額
と
な
る
場
合
に
つ
い
て
、
軽

減
策
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
要
介
護
認
定
や
介
謹
サ
ー
ビ
ス

計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
作
成
等
の

饗
用
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負
担

が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
の
事
業

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

凸

’

【●介護ｻー ビｽの利用方法●】

『
雨一

“
一

加入す

る方

介護サ
ービス

を利用
できる

方

保険料
の算定

保険料
の納付

方法

第1号被保険者

65歳以上の方

・寝たきり・痴ほうな
どで入浴、排せつ、食
事などの日常の生活動
作について常に介護が
必要な方

･家事や身じたくなど
日常生活に支援が必要
な方

･所得段階に応じて市
町村ごとに設定
※平成12年度全国平均
1人当たり月額2500円
程度(厚生省試算）

･年金額が一定額以上
の方は、年金保険者が
特別徴収(天引き）
．それ以外の方は、市
町村が個別に徴収

第2号被保険者

40歳以上65歳未満の医
療保険に加入している
方

･初老期痴ほう、脳血
管障害など、老化にと
もなう病気によって介
護などが必要となった
方

･各医療保険者ごとに
介護保険料率を求め、
それに被保険者の標準
報酬を乗じたものを介
護保険料とする

･医療保険料(税)と一
括して徴収
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Ｐ

捺
壹
型
症
床
割
、
老
人
桧
演
呆
舞

患
療
養
病
棟
、
そ
の
他
介
護
体
制

か
整
っ
た
医
療
施
投
へ
の
入
院

△

ユ 「

介
護
保
険
事
業
計

ーー

画
策
定
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

介
護
保
険
制
度
が
平
成
哩
年
４
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や
保
険
料
の
算
星
が
決
ま
り
ま
し
た
。

月
ス
タ
ー
ト
す
る
の
に
伴
い
、
制
定
、
ま
た
今
後
の
高
齢
者
福
祉
計
６
月
幻
日
に
初
会
合
が
開
か
れ
、

度
の
基
本
と
な
る
市
介
護
保
険
事
画
策
定
へ
の
提
言
な
ど
を
審
議
す
役
員
選
出
や
今
後
の
審
議
日
程
な

業
計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
介
護
る
「
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

▼介護保険事業計画策定委員

任期：平成10年6月27日から平成12年3月31日

副

し

■■■

しI

調
在
は
、
介
護
状
態
に
あ
る
方
要
な
調
査
で
す
。
象
と
す
る
調
査
で
す
。
施
設
の
職

の
発
見
や
、
市
の
商
齢
者
施
策
へ
調
査
対
象
と
な
ら
れ
た
皆
ざ
ん
貝
な
ど
に
よ
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

の
要
望
を
お
う
か
が
い
す
る
「
高
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
＊
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待
機
者

齢
者
一
般
調
査
」
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
＊
高
齢
者
一
般
調
査
調
査

を
必
要
と
す
る
方
の
状
態
や
介
護
函
歳
以
上
の
方
２
５
０
０
人
を
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
意
向
を
市
撤
員
無
作
為
抽
出
し
、
民
生
委
員
・
児
所
待
機
者
の
方
を
対
象
と
す
る
調

が
訪
問
し
て
調
査
す
る
「
要
援
護
童
委
員
を
通
じ
て
、
調
査
票
を
配
査
で
、
市
や
施
設
の
職
員
な
ど
に

高
齢
者
需
要
調
査
」
な
ど
を
行
い
、
布
・
回
収
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
よ
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
ざ
ん
が
必
要
と
し
て
い
査
の
結
果
、
介
護
が
必
要
と
恩
わ
＊
若
年
者
一
般
調
査

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
鐘
な
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
如
歳
以
上
壷
歳
未
満
の
方
を
対

ど
を
把
握
し
ま
す
。
て
訪
問
調
査
を
す
る
場
合
が
あ
り
象
に
３
０
０
０
人
を
無
作
為
抽
出

ま
た
、
病
院
に
入
院
き
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
き
い
。
し
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
方
に
つ
い
て
も
、
調
査
対
象
と
＊
要
援
護
高
齢
者
需
要
調
査
（
在
る
意
識
な
ど
を
、
郵
送
に
よ
り
調

し
ま
す
。
な
お
老
人
保
健
施
設
に
宅
）
査
を
行
い
ま
す
。

入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
千
葉
県
が
寝
た
き
り
、
痴
ほ
う
症
状
が
あ
＊
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
鯛
査

調
交
を
行
い
ま
す
。
り
介
護
が
必
要
な
方
、
ま
た
は
虚
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
可

こ
れ
ら
の
各
種
調
査
は
、
介
護
弱
で
支
援
が
必
要
な
方
か
ら
抽
出
能
性
の
あ
る
民
間
事
業
者
を
対
象

保
険
制
度
運
営
の
骨
格
を
決
定
す
し
、
市
の
職
員
が
訪
問
し
て
調
査
に
、
調
盃
を
行
い
ま
す
。

る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
の
把
握
と
を
行
い
ま
す
。
▼
銅
査
期
間
７
月
下
旬
か
ら
、

同
時
に
、
平
成
皿
年
度
か
ら
ス
タ
＊
要
援
護
高
齢
者
需
要
調
査
（
施
月
末
日
ま
で

市
で
は
、
芥
護
保
険
事
業
計
画
－
ト
す
る
新
し
い
「
福
祉
推
進
６
選
▼
問
い
合
わ
せ
高
齢
者
福
祉
課

を
策
定
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
か
年
計
画
」
の
、
高
齢
者
施
策
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
保
険
準
術
室
雪
芭
１
１
１
１

実
態
調
査
を
行
い
ま
す
。

方
向
性
を
定
め
る
た
め
の
大
変
並
施
設
に
入
所
き
れ
て
い
る
方
を
対
内
線
４
６
０
．
５
８
６

、

考例）=）介護サービスにおける利用者負担額（参（
、

(1)在宅介護サービス

(2)施設介護サービス

I由

委員長 山下静平 学識経験者

砿賑 梅 田 美 保 福祉関係者

委員 加田博秀 学識経験者

〃 佐 藤 雅 教 保健医療関係者

〃 竹内邦夫 保健医療関係者

〃 畠山由夫 保健医療関係者

〃 星野順一郎 保健医療関係者

〃 井上千惠子 福祉関係者

〃 小倉正一 福祉関係者

〃 木田典子 公募委員(被保険者）

〃 宕謹 多喜男 公募委員(被保険者）

〃 花島隆 市保健福祉部長

k

〆

〆一一一一一一一一 、

諦閏介講純一ﾑﾍﾙﾙｽ）
ホームヘルパーが家庭を訪問

して、介護や家事の援助を行い

、

1I訪閏介護緋ﾑﾍﾙﾙｽ)11′
｜｜

'し零r衾錐簔菫繍辮II:
L識一一一ﾉ,/'II-I､ﾉﾉ’11マ

ーーーJ－－．－

|轆揮i艶壹||■
1 1

理学療法士や作業療法士が家｜｜ヵ
庭を訪問したり、あるいは施設I（や

｜'において、リハビリテーション｜、､－

面います－－ﾉ’
ク
ク
ダ
－
７
１
‐
Ｉ
１
ｂ
０
１
４
Ｌ
９
‐
ｄ
ｌ
Ｕ
９
‐
ｌ
Ｉ
１
１

ｒ
ｆ
０
ｊ
ｌ
４
■
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
４
ｌ
ｌ
ｌ
１
０
Ｌ
ｑ
Ｉ
９
Ｉ
ｒ
ｂ
ｒ
ｌ
４
ｌ
Ｉ
１
ｉ
ｌ
‐

ノ
ー
ｌ
‐
Ｉ
ｌ
１
１
ｏ
Ｉ
１
ｐ
‐
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｐ
Ｉ
Ⅱ
１
‐
１
０
‐
４
‘
ｌ
ｐ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
０
１
１
１
‐
‐
Ｉ
‐
口

｜

I
ｌ
‐
ト
ー
ト
ー
１
１
‐
、

訪 問入浴

、､
､

浴槽を積んだ入浴車で家庭を
訪問して、入浴の介護を行いま
す

一

、

ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
／〆

一〆

一～一一一一一一一一三= 一一一一一一＝=一一一一=一-一一一一一一
、､、

、

諭間・通所による
1ﾘ'ハビリテーション
理学療法士や作業療法士が家

庭を訪問したり、あるいは施設
において、リハビリテーション

一－－－－－－.~~~里~

J

／

I

、

ノ
グ
ノ

、

、
、

、

日帰り介 護 I
(デイサービス）
デイサービスセンター

などにおいて、入浴、食
事の提供機能訓練など

〆一一一一一一一一一

、

一

痴呆性対応型
グループホーム

ﾛ

ノ

、

q

痴呆のため介護を必要’
とする方々が、10人前後’
で共同生活を営む住居に
おいて介護を行います
一一

一

ジ
ワ

一

福祉用具の貸与･購入費の支給
、

居宅療養管理指導

医師、歯科医師、薬剤師など
が家庭を訪問し、療養上の管理
や指導を行います

ノ

／

I

訪 問

’

看護

、

〆

～廷､

看護婦などが家庭を訪

問して、看護を行います
"

、

矧ﾊ所甥，熊憶
(ショートステイ）

介護を必要としている

｜方を、施設に短期間お預

､かりします

'
｡

車イスやベッド等の福祉用具に｜I
ついて貸与を行うほか、貸与にな！
じまないような特殊尿器などにつ

いて購入費の支給を行います
､,L

〆
浮

ノ
ｆ
ｒ

Ｐ
■
１
１
ト
ー

↑
１
１
１

～

r

1
ノ

ノ

日
９
０
‐
０
．
１
■
１
９
上
Ｉ
４
９
ｊ
１
４
Ｉ
上
り
ｌ
Ｉ
ｌ
６
７
Ｌ
９
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｌ

ｊ
ｊ
／

、
、

、、
、
、

〆

特定施設入所者甥介護

ﾉ

'

、

、

|I

』

’
1

1

有料老人ホーム、ケア’
ハウスなどにおいて、提

供されている介護なども’

対象となります‘
､ 〆

〃、

住宅介護支援
手すりの取り付けや段

，差解消などの小規模な住

宅改修について、その費
用を支給します

、

一

居宅介護支援（ケアマネージメントサービス）

介護を必要としている心身の状況、意向を踏まえ、上記の福祉サー

､

’4

1

ビス、我孫子市の行う特別給付、医療サービスの利用などに関し、介’

護サービス計画（ケアプラン）を作成し、これらが確実に提供される
よう介護サービス機関などとの連絡調整を行います

L

～

／

’

～

介護度・身体の状況 対応するサービス 支給限度額 利用者負担額

《要支援》虚弱、日常生活の能力は
基本的にあるが、入浴、衣服着脱など
で介護が必要

《要介護1》立ち上がりや歩行が不安
定。衣服着脱、清掃などで介護が必要

《要介護2》起き上がりも自力では困
難。食事、排せつ、入浴などで介護が
必要

《要介護3》起き上がり、寝返りがで
きない。毎日の介護が必要

《要介護4》日常生活の能力がかなり
低下。意思の疎通ができない。毎日の
介護が必要

《要介護5》生活全般にわたり部分的
または全般的な介護に頼る。1日5回以

上の介護が必要

・ホームヘルプ

･訪問看護

･デイサービス

・ショートステイ

･訪問・通所リハ

ビリテーション

等のサービスを

組み合わせます

(月額）

6万円

円
円

14万

,6

17万円
1

19万円

22万円
､

27万円

23万円

23万円
1

29万円

(月額）

6千円

1万4千円

,虎千円
1万7千円

1

1万9千円

2万2千円
､

2万7千円

2万3千円

2万3千円
1

2万9千円

言

、
』

Ⅱ
、
‐
可
‐
ト
ー
１
’
’
１
１
１
１
０
１
‐
ｊ
可
Ｉ
ｌ
ｐ
１
Ⅱ
ｌ
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｌ
４
１
４
“
！
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
１
ｊ
ｑ
ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
ｑ
１
Ｊ
Ｉ
１
ｈ
０
１
Ｉ
Ⅱ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ⅱ
！
Ⅱ
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
■
１
Ｉ
Ｉ
１
ｄ
ｌ
ｌ
Ｉ
０
ｊ
■
Ｉ
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
。
１
日
，
ｐ
０
Ｉ
９
ｄ
Ｉ
０
■
７
１
０
隅
ｌ
０
０
ｈ
０
１
－
ｊ
β
〃
，

'

ノ

‐
０
ｌ
ｊ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
６
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ

一
老
人
保
健
施
設
へ
の
入
所

対
象
者
は
病
状
安
定
期
に
あ
り
、
入
院
治
療
を

/

／
〆

す
る
必
要
は
な
い
が
、
リ
ハ
ビ
リ
、
看
護
を
必
要

と
す
る
寝
た
き
り
の
方
な
ど

４
ｊ
ｌ
４
ｌ
ｌ
１
ｌ
６
ｌ
ｌ
９
Ｉ
０
１
印
１
４
↓
１
．
６
１
０
ｉ
‐
１
１
１
１
‐
１
１
Ｉ
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Ｉ
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４
‐
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Ｄ
Ｉ
１
０
Ｉ
１
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ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
，
１
，
１
’
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
１
１
！
‐
‐
ｌ
、
、

/旨~言、
一

､

〆

患
者

ソ－

1
■垂’
国

～ﾖｰｰ一一一一一

ミ

ノ
‐
‐
！
‐
Ｉ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‐
ｌ
‐
Ｉ
，
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
、

「

I

D b
‐、‐

売 亜
－ーー

介
一一一

三筐

■■

’「－施 設名 高齢者の状態 利用限度額 利用者負担額

特別養護老人ホーム
寝たきり。常時介護が必要と
なり在宅生活が困難

一

担

23万円
食費は
自己負
り

※
部
あ

2万4千円

＋2万3千円

計4万7千円
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か
く
に
ん
は
些
小
ん
の
た
め
の
い
の
ち
づ
芯

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動
７
月
智
～
８
月
智

鴎
湖
謁
撰
縄
言
拳
重
言
命
鴛
諌
韻
蕊

連
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
時
期
は
夜
間
の
外
出
が
多
ｌ
ル
を
守
る
第
一
歩
で
す
。
運
転

い
よ
い
よ
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
く
な
る
の
で
、
外
出
の
際
に
は
目
す
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
助
手
席
や

す
。
家
族
や
友
だ
ち
同
士
で
海
や
立
つ
よ
う
に
明
る
い
服
装
や
反
射
後
部
座
席
に
乗
っ
て
い
る
人
も
シ

山
に
出
か
け
た
り
、
子
ど
も
た
ち
材
を
つ
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
、
Ｉ
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

も
外
で
遊
ぶ
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
必
ず
ラ
イ
マ
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
蕃
察
署

そ
の
一
方
で
は
旅
行
な
ど
へ
出
か
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

冥
聖
０
１
１
０
交
通
整
備
課

榊
奉
与
啄
葎
知
唖
唾
諦
辨
椎
牙
嘩
一
シ
日
ト
ベ
ル
ト
睦
一
印
調
査
（
露
）
１
１
１
１

－
Ｌ
Ａ
云

わ
ぬ
交
通
事
故
が
お
こ
り
ま
す
。
市
が
今
年
６
月
に
行
っ
た
シ
－

つ
鉄

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
す
た
ト
ベ
ル
ト
蒜
用
率
調
査
で
は
加
％

め
に
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
を
超
え
る
着
用
率
が
あ
り
ま
し
た
。

ル
を
守
り
、
思
い
や
り
と
ゆ
ず
り
こ
の
数
字
は
、
年
々
、
上
昇
の
傾

籍
鬘
淺
一
霊
蕊
び
巌

あ
い
の
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
向
に
あ
り
ま
す
。

ち
交

日営業
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

Ｉ
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底

』
Ｉ
峠
の
出
』
遅
き
等
無
謀
運
転
の
防
止

転
車
の
通
行
マ
ナ
ー
の
向
上

賀沼公園

L'レンタサイクル

あ
ゆ
み
の
郷
公
社
で
は
、
お
子

ざ
ん
の
夏
休
み
に
合
わ
せ
、
次
の

期
間
中
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
と
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
の
営
業
を
毎
日
行
い
ま
す
。

新
し
く
大
き
く
な
っ
た
ミ
ニ
Ｓ

Ｌ
が
、
皆
き
ん
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▽
期
間
７
月
嘔
日
（
土
）
か
ら
８

月
訓
日
（
月
）
（
た
だ
し
、
雨
天
・

荒
天
の
場
合
は
中
止
）

▼
営
業
時
間
午
前
、
時
か
ら
午

後
５
時

▽
場
所
手
賓
沼
公
園

▼
料
金
＊
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
：
・
１
周
１

０
０
円
＊
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
．
：

３
時
間
５
０
０
円
、
以
降
１
時
間

ご
と
に
１
０
０
円
（
小
学
生
以
下

は
半
額
）

▼
問
い
合
わ
せ
（
財
）
あ
ゆ
み
の

郷
公
社
垂
（
翌
１
１
３
０
（
土
・

日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

烏
の
形
と
く
ら
し
Ⅲ
・
つ
ば
さ
と
飛
行

展
示
内
容
を
充
実
し
て
８
月
羽
日
ま
で
期
間
延
長
・
烏
の
博
物
館

い
ま
開
催
中
の
企
画
展
「
鳥
の
贈
ら
れ
た
風
洞
模
型
と
交
通
博
物
ま
れ
た
忠
八
の
「
鳥
の
よ
》
２

形
と
く
ら
し
Ⅲ
。
つ
ば
き
と
飛
五
館
（
東
京
蓮
か
ら
お
借
り
す
る
を
飛
び
た
い
」
と
い
う
思
墜

の
展
示
内
容
を
８
月
２
旦
火
）
か
ら
飛
行
機
の
模
型
、
日
本
で
初
め
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
か
乳

さ
ら
に
充
実
き
せ
、
開
催
期
間
も
飛
行
機
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
二
宮
れ
ま
せ
ん
。

８
月
墾
日
（
旦
ま
で
延
長
し
ま
す
。
忠
八
の
研
究
資
料
で
す
。
空
飛
ぶ
機
械
と
も
い
え
る
画

新
た
に
展
示
に
加
わ
る
の
は
、
風
洞
模
型
は
、
つ
ば
き
が
風
の
つ
ば
さ
を
飛
行
機
と
比
べ
て
工

よ
つ
り
よ
く

仙
台
市
科
学
館
〈
宮
城
県
）
か
ら
流
れ
に
浮
き
上
が
る
力
（
揚
力
）
り
、
飛
行
の
し
く
み
を
体
験
－

小
き
な
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事

故
を
防
止
す
る
た
め
「
ち
び
っ
こ

交
通
安
全
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
は
幼
児
期
か
ら一『

ｒ
』

贈
ら
れ
た
風
洞
模
型
と
交
通
博
物
ま
れ
た
忠
八
の
「
鳥
の
よ
う
に
空

館
（
東
京
都
）
か
ら
お
借
り
す
る
を
飛
び
た
い
」
と
い
う
思
い
を
、

飛
行
機
の
模
型
、
日
本
で
初
め
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

飛
行
機
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
二
宮
れ
ま
せ
ん
。

忠
八
の
研
究
資
料
で
す
。
空
飛
ぶ
機
械
と
も
い
え
る
鳥
の

風
洞
模
型
は
、
つ
ば
き
が
風
の
つ
ば
さ
を
飛
行
機
と
比
べ
て
み
た

よ
つ
り
よ
く

流
れ
に
浮
き
上
が
る
力
（
揚
力
）
り
、
飛
行
の
し
く
み
を
体
験
し
た

を
体
験
で
き
る
装
置
で
、
飛
行
の
り
と
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽

原
理
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
め
る
展
示
を
用
意
し
ま
す
。

飛
行
機
の
模
型
は
、
重
い
荷
物
今
年
の
夏
休
み
は
ぜ
ひ
鳥
の
博

を
獄
ん
で
長
距
離
を
飛
ぶ
長
い
つ
物
館
へ
来
て
く
だ
さ
い
。
鳥
の
つ

ば
き
の
輸
送
機
と
、
曲
芸
飛
行
の
ぱ
ざ
と
飛
行
、
く
ら
し
方
の
関
係

得
意
な
短
い
つ
ば
き
の
戦
闘
機
な
に
つ
い
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
、
知

ど
、
飛
び
方
と
つ
ぱ
さ
の
形
を
比
識
と
興
味
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
る
は
ず
で
す
。

一
言
忠
八
の
研
究
資
料
は
、
江
▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館
云

戸
時
代
末
期
の
１
８
６
６
年
に
生
虚
）
２
２
１
２

の
習
慣
づ
け
が
最
も
効
采
的
で
重

要
で
す
。
こ
の
機
会
に
交
通
安
全

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
家
族
で
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
き
い
。

▼
日
時
８
月
９
日
（
且
午
後
１

時
如
分
開
場
、
２
時
開
液

▽
場
所
市
民
会
館

▼
内
容
＊
劇
団
ピ
ッ
カ
リ
座
公

減
交
通
安
全
劇
「
犬
の
お
巡
り

さ
ん
と
検
断
歩
道
」
＊
歌
の
お

姉
ざ
ん
シ
ョ
ー
＊
蕃
察
音
楽
隊

液
奏

▽
入
場
方
法
交
通
整
術
課
（
市

役
所
本
庁
２
階
）
、
各
支
所
、
行

政
連
絡
所
で
配
布
す
る
無
料
入
場

券
を
当
日
持
参
。

▼
入
場
券
配
布
７
月
妬
日
（
木
）

か
ら
（
無
く
な
り
次
第
締
め
切
り
）

▼
定
員
先
着
１
０
０
０
人

▽
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
壷

（
露
）
１
１
１
１
内
線
３
３
０

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
、

新
た
に
妬
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
５
本
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）
８

本
を
雌
入
し
、
応
ミ
リ
フ
イ
ル

ム
２
８
０
本
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
）
３
０
９
本
を
所
蔵

視聴覚ライブラリー

新着ﾌｨﾙﾑ‘ﾃープの

ご利用を

レ
い
じ
め
っ
こ
狼
と

ナ
ナ
ち
ゃ
ん

し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
や
友
達
同
士
で
映
画

会
を
開
い
て
楽
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
妬
ミ
リ
映
写
機
を
操

作
す
る
た
め
に
は
、
妬
ミ
リ
映

写
機
操
作
識
習
修
了
証
が
必
要

で
す
。

☆
新
着
お
ミ
リ
フ
イ
ル
ム

＊
ト
イ
レ
の
花
子
さ
ん
禿
分
）

＊
の
ど
か
森
の
リ
ト
ル
・
ジ
ョ

イ
（
零
分
）
＊
い
じ
め
っ
こ

狼
と
ナ
ナ
ち
ゃ
ん
（
酔
分
）

＊
友
情
の
キ
ッ
ク
オ
フ
分
分
）

＊
は
む
こ
参
る
！
元
分
）

☆
新
着
ビ
デ
オ

＊
学
校
腱
園
で
い
き
い
き
農
業

体
験
（
禦
分
）
＊
「
大
切
に

し
よ
う
！
心
と
か
ら
だ
」
シ
リ

ー
ズ
（
４
巻
）
＊
ぼ
く
だ
っ

て
、
き
れ
い
に
し
た
い
ん
だ

（
巧
分
）
主
一
匹
の
猫
と
元

気
な
家
族
（
奉
分
）
＊
チ
ェ

リ
ー
ブ
ラ
ッ
サ
ム
（
哩
分
）

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
實
露
）
１
１
５
１

/5ﾃー

芸：児童扶養手当制度
、

非1

禦父に認鮴た未婚の母の子綬給対象に
が未

菫薑対象となる方は手続きをお早めに
知
さ
れ
て
も
、
児
童
扶
謎
手
当

が
支
給
き
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

未
婚
の
母
の
子
が
、
父
に
認

知
さ
れ
て
い
た
た
め
に
手
当
の

認
定
請
求
が
で
き
な
か
っ
た
方

や
、
父
に
認
知
き
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
受
給
資
格
を
喪
失
し

た
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

８
月
分
か
ら
手
当
の
支
給
を

希
望
す
る
方
は
、
８
月
１
日
以

前
で
も
認
定
請
求
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
（
た
だ
し
、

所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り

ま
す
｝

▽
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課

児
童
家
庭
係
實
芭
１
１
１
１

内
線
３
４
７

、

女
性
団
体
・
個
人
の

自
主
活
動
発
表
会

地
域
で
活
動
す
る
女
性
団
体
や

個
人
の
皆
ざ
ん
、
日
ご
ろ
の
研
究

や
実
践
活
動
を
も
と
に
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
応
募
資
格
県
内
の
女
性
団

体
・
個
人
（
営
利
目
的
や
宗
教
．

欲
し
い
物
が
あ
る
け
れ
ど
、
お

金
が
た
り
な
い
。
そ
ん
な
と
き
、

安
易
に
消
登
者
金
融
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
（
キ
ヤ
ッ
シ
ン
グ
）
に

頼
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

近
年
、
多
重
僚
務
荷
ヵ
所
か

=借り入れ'8計画的に＝
1

千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
■
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
企
画
一
作
品
募
集

一 一 J －

消費者金融

利用の心構え

1
1

検
察
審
査
会
制
度
が
、
７
月
廻
き
に
、
代
わ
っ
て
仕
事
を
す
る
）

日
に
施
行
釦
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
に
選
ば
れ
た
方
は
輻
万
人
を
数
え

こ
の
制
産
は
、
一
般
の
国
民
か
ま
す
。
被
害
者
の
申
し
立
て
な
ど

ら
ｎ
人
の
検
察
審
査
員
を
選
び
、
で
審
査
し
た
事
件
は
Ｂ
万
件
、
検

犯
人
と
思
わ
れ
る
人
（
被
疑
者
）
察
審
査
会
の
織
決
に
よ
っ
て
検
察

を
検
察
官
が
裁
判
に
か
け
な
か
つ
宮
が
起
訴
し
た
事
件
も
１
０
０
Ｏ

た
こ
と
（
不
起
訴
処
分
）
を
審
査
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

す
る
制
度
で
す
。
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
知

検
察
審
査
会
は
全
国
に
２
０
１
り
た
い
方
は
、
松
戸
検
察
審
査
会

庁
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
検
察
審
査
事
務
局
壷
０
４
７
（
３
６
８
）
５
１

貝
や
補
充
員
（
欠
員
が
で
き
た
と
４
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

政
治
活
動
に
か
か
る
も
の
は
不
可
）
▼
応
募
資
格
県
内
在
住
・
在

▽
募
集
期
限
８
月
喧
日
（
土
）
鋤
・
在
学
の
女
性
（
写
輿
の
テ
ー

▼
開
催
日
程
ｎ
月
、
旦
土
）
か
マ
①
は
男
性
も
可
）

ら
率
旦
祝
）
▼
募
集
期
間
９
月
、
日
（
木
）
か

女
性
の
た
め
の
文
化
祭
元
謡
鮮
皿
月
”
日
（
火
）
か

▼
募
集
内
容
絵
画
：
．
テ
ー
マ
自
ら
ｎ
月
６
日
（
且

由
禿
逼
漣
ん
憾
嬉
道
、
・
テ
ー
囮
応
募
方
法
市
役
重
画
認

マ
自
由
（
小
画
仙
半
切
以
内
、
縦
各
公
民
館
・
図
醤
館
で
配
布
し
て

長
使
用
に
限
る
。
）
写
真
．
・
・
テ
ー
い
る
募
集
要
項
に
よ
る
。

マ
①
魅
力
・
気
力
・
活
力
に
あ
ふ
囮
応
募
先
。
問
い
合
わ
せ
〒
２

れ
た
輝
い
て
い
る
女
性
の
姿
テ
７
７
１
０
８
８
２
拍
市
柏
の
葉
４

‐
マ
②
女
性
が
写
し
た
「
ち
ば
の
の
３
の
１
さ
わ
や
か
ち
ぱ
県
民
プ

姿
」
（
白
黒
ま
た
は
カ
ラ
ー
の
四
ラ
ザ
内
千
葉
県
女
性
セ
ン
タ
ー
壷

ツ
切
判
か
ワ
イ
ド
四
シ
切
判
）
鞆
）
８
６
０
２
へ

別
周
を
え
た

年
迎
察
審
査
会

検

ら
も
借
金
を
す
る
こ
と
）
に
陥
っ

た
人
が
増
加
し
、
市
の
消
饗
生
活

セ
ン
タ
ー
で
も
、
昨
年
度
の
借
金

に
関
す
る
相
談
件
数
は
平
成
８
年

度
の
２
倍
近
く
に
上
っ
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
場
合
は
以
下
の
こ
と

に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

Ⅱ
借
り
る
前
に
Ⅱ

◎
利
息
を
含
め
た
返
済
額
を
考
え

て
、
借
金
を
し
て
ま
で
も
必
要
な

お
金
か
検
討
す
る
。

Ⅱ
借
り
る
と
き
Ⅱ

。
借
り
入
れ
る
額
と
期
間
を
必
要

簸
小
限
に
と
ど
め
る
。

◎
登
録
標
識
や
貸
付
条
件
表
を
掲

示
し
て
い
る
、
正
規
の
貸
金
業
者

か
を
確
認
す
る
。

◎
借
用
書
の
写
し
を
受
け
取
り
、

保
管
す
る
。

Ⅱ
返
済
の
と
き
Ⅱ

◎
領
収
書
を
必
ず
受
け
取
り
、
支

払
い
状
況
を
管
理
す
る
。

◎
完
済
し
た
ら
、
契
約
書
や
差
し

入
れ
書
類
を
返
し
て
も
ら
う
。

Ⅱ
返
済
が
行
き
詰
ま
っ
た
ら
Ⅱ

借
金
の
全
容
を
把
握
し
て
、
返

済
計
画
を
立
て
直
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
、
公
的

機
関
等
へ
相
談
し
て
く
だ
き
い
◎

▽
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合
わ
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批
生
活
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ン
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露
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’ |’11 忘れずに納めましょう土 ほ l ) は る

堀春
（柴崎台．

な

奈ちゃん
1歳2カ月）

放送大学は、テレビ・ラジオを

利用して、自宅で学習できる正規

の大学です。18歳以上の方ならど

なたでも入学できます。

し募集学生①全科履修生（大学

卒業をめざす学生)‘②選科履修

生（1年間在学)、③科目履修生

(半年間在学）

し受付期間8月15日(土)まで

※入学方法等、詳しくは電話で放

送大学公03(3605)2661/､

4歳から10歳位までのお子さん

を対象に、影絵や素話、紙芝居、

スライド上映をします。

お友達と一緒に、来てください。

し日程・場所＊7月22日(水)･…

湖北地区公民館（定員各回60人）

＊7月23日(木)…図書館布佐分館

(同50人）＊7月24日(金)…市

民会館第45会議室（同80人）

し時間第1回･･午前11時から11

時45分、第2回･･午後1時30分か

ら2時15分、第3回…3時から3

時45分（7月22日は第2回まで）

※3会場、各回とも同じ内容です

，入場料無料

し問い合わせ市民図書館本館公

(84)1110

’
1

Ｕ

4P

P

G

たける

武くん
1歳3カ月）

’ 圖回目|回
①手賀沼船上見学

し日時8月4日(火)午前10時か

ら正午（荒天中止）

し集合場所中央公民館

②石けん工場見学

伝曰時8月25日(火)午前8時45

分市民会館駐車場集合(雨天実施）

し見学先ミヨシ(株)<東京都墨

田区>、昼食は各自で持参

圏定員①、②とも先着40人

園参加費無料

圏申し込み。問い合わせ電話で

商工観光課消費指導係容(85)1111

内線329へ

’
壁掛け時計づくりにチャレンジ

してみませんか。

惨日時・場所8月7日(金)午後

1時から3時、知的障害者更生施

設「あらき園」

し対象小学校4年から6年生

し定員15人（応募者多数の場合

は抽選）

伝参加費800円

伊申し込み。問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、学年、電話番

号を明記し、7月27日(月消印有

効)までに新木1637あらき園云

（88)4188へ

し日時7月25日(±)午前11時30

分開場、正午開演（入場無料）

し場所市民会館

伝問い合わせ林公(86)0346

園 四 回 目

飲食店などで、視覚障害者のた

めに点字メニューを置いていただ

ける店を募集します。点字メニュ

ーはボランティアセンターが作り

ますので‘ぜひご協力ください。

惨連絡先・問い合わせ電話でボ

ランティアセンター壷(85)5233へ

’
し日時・場所7月22日(水)、28

日(火)、8月4日・11日(火)午前

10時から正午、湖北地区公民館

伝対象中高年の方（楽譜が読め

なくても大丈夫です）

陰定員先着20人

伝参加費1回300円（楽器は無

料でお黄しします）

し申し込み。問い合わせ電話で

福原壷(84)4712へ

’
惨日時8月7日(金)午後1時か

ら3時30分

し場所湖北地区公民館

仁テーマ昆虫…カブト虫、チョ

ウチョなど

し対象。定員小学生以上、先着

40人（低学年はなるべく親子で）

し参加費300円(材料・資料代）

し持参ハサミ、ノリ、ゴミ袋、

作品を持ち帰るための箱袋

し申し込み。問い合わせ電話で

湖北地区公民館念(88)4433へ

’
ビデオ作品の制作にボランティ

アで参加していただける方を募集

します。ビデオカメラをお持ちで

なくても大丈夫。特にお話やナレ

ーションのできる方、音楽に興味

のある方は大歓迎です。また、当

クラブではビデオ作品制作の指導

もしています。お気軽にご連絡を。

し活動日（月例会）毎月第1日

曜日、市民会館視聴覚室

し問い合わせ水野壷(82)4755

’
修曰時。場所7月23日(木)午前

9時､湖北駅南口集合（雨天実施）

しコース湖北駅南口→天王台北

近隣センター(昼食)→泉→市役所

前→手賀沼公園→つくし野（午後

4時到着予定）

※昼食は主催者で用意します

し問い合わせ稲垣壷(88)4404

’ ’
し日時。場所8月19日(水)午前

9時受付、市民体育館

'種目1チーム6人による3ダ

ブルス団体戦(ABCランク別）

※アンチ・粒高は使用禁止

し対象30歳以上の女性

レ参加費1チーム4000円（郵便

振言で口座番号00160-5-562972

口座名我孫子市卓球連盟へ）

'1室駕急闇鑪篁&蕊
大会名、ランクを明記し、7月31

日（金必着）までに久寺家1の

,1gの7内田喜代子壷(84)5996'R

’

４
７
グ』

初心者向け在宅介護入門講座を

開講します。全講座出席者はホー

ムヘルパー3級資格が得られます。

，曰時8月23日から11月14日ま

での土日曜日午前9時から午後

5時（全11回、時間変更あり）

し場所江戸川大学総合福祉専門

学校（流山市）

し対象・定員高校生を除く18歳

以上の方、40人（応募者多数の場

合は抽選）

し参加費3500円（資料代別途）

，申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、年齢、性別、

職業、電話番号を明記し、8月7

日(金・必着)までに〒270-0198

流山市駒木474江戸川大学総合福

祉専門学校専修学校開放講座係云

(55)2691へ

１
１

，日時8月7日(金)8日(土）

午前10時から午後3時

,場所天王台北近隣センター

，講師河合雅子

，対象。定員市内在住の親子、

1日先着15組（お子さんは5歳か

ら12歳までで1家族2人まで）

し参加費1組500円

し持参エプロン、手ふきタオル

ふきん、筆記用具

，申し込み7月25日(土)までに

直接、天王台北近隣センターヘ

レ問い合わせ杉山壷(84)9332

’

｜

’

，日時7月31日(金)から8月4

日(火)午前10時から午後6時(7

月31日は午後1時から、8月4日

は午後3時まで）

し場所市民ブラザ（入場無料）

し問い合わせ小泉症(84)9983

’
シ日時。場所8月8日(土)・22

日(土)午前10時、関宿城博物館

，講師梅田宏

レ対象。定員両日とも参加でき

る方、先着40人（小学4年生以下

は保護者が同伴のこと）

し参加費500円（材料費）

惨持参タオル、エプロン（また

は、汚れても良い服装で）

し申し込み・問い合わせ電話で

関宿城博物館学芸課盆(96)1400へ

’
順鳥臘:期灘

だし、27日は午後2時まで）

し場所県生涯大学校京葉学園

（千葉市中央区)、入場無料

し内容書、絵画、彫刻、陶芸他

，問い合わせ県生涯大学校事務

局念043(266)4705

惨受付期間8月21日(金)まで

惨第1次試験日9月5日(土）

し受験資格男子A-･大学卒業

(見込み）で採用時30歳未満、男

子B・女子B･･採用時30歳未満

※採用人数等、詳しくは我孫子警

察署警務課盆(82)0110'X

放送大学10月入学学生薑休みおたのしみ会

す
こ
や
か
ち
や
ん

項目

固定資産税・都市計画税

第2期

国民年金(払込期限）

国民健康保険税第2期

水道料金

箭内期限
(口座振替日）

31(金）

31(金）

31(金）

27(月）

市民図書館

i峡･棚北地区公民鮒

鳥の．'尊物館

市 民 プ ラ ザ

市民会館

”雌･醐齪ｾﾝﾀｰ

市 民 体 育 館

20(祝)､21(火)､27(月）

20(祝)､21(火)､27(月）

21(』

16(：

21(火)､27(月）

20(祝)､27(月)､28(火）

27(月）

､22(水)､27(月）

夏休みやさしく学べる環境講座
手賀沼船上見学。石けん工場見学

夏休み「木工教室」 献血にご協力を

定例教育委員会

第7回順楽会大正琴発表会

英文ガイドブック発刊
年釧|刷織I鵬榊年1回に

点字メニュー協力店

机の上
中高年’

簡単に弾ける
ミニ・キーボ

｢自動伴奏付
－ド」講習会 ﾀ扇人児菫センターの

禾 U 用 は 9 月S0日まで

夏休み折I』紙教室

我孫子ビデオクラブ会員

市才旨定下Zk道エ事店(こ

ら業壱が追力Ⅱさ才1ました

平和行進我孫子コース
育児や介謹の1青幸艮を無料提供

フレーフレー・ テ レ ホ ン ち I ま

第9回 家庭婦人オーブン。

トリブノレダブノレス卓球大会 工事店名

(柵噛工務店

太陽工業(株）

(有)渡辺6

近代住臘(株）

(有)大信設備

由
Ｐ
ｂ

住所

松戸市松戸1329

炉1浦鵬3.54.13

1鯛荊磁ﾎ9．門

松戸市馬橘2851

慨両禰俄戸4.120

電話

047-368-4161

帆7-366-1047

82‐8433

O47-348-9100

047-345-2640

初'心者のための介護言濁座

「副王宅介言亜入門」受言箭耆

親子でバン作!」

特定疾病で療蚕されてし,る

方に貝舞金力§支給さｵｰﾋま言

被害者相談窓口のご利用を

第S回墨雅会展

県
体

立閏宿城1専物館

譲教室「±鈴作D」

千葉県生涯大学校作品展
平威11年4月棚千鷆鑿官

ﾃﾚ肋ｻー ピｽ
日服当稚医・1週111の行馴

丑(85)1813

ﾃﾚﾎﾝｻー ｽ
夜間当稀医

｢葱砺 41

ﾃﾚﾎﾝガイド 恐(85)5000

ﾌｱｸｽガｲﾄ゙ 固(83)600C


